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研究成果の概要（和文）：　日中戦争勃発の1937年から東アジアに冷戦体制が確立する1952年までを対象にして、中華
圏における文化文芸の諸相に、文学テクスト・メディア分析・体制分析という三つの角度からアプローチした。2011年
には移民研究についての勉強会を行い、2012年には40年代の女性形象についてシンポジウムを行った。また2013年は名
古屋で、2014年には北京で研究集会を行い、文学、映画、演劇、音楽、などのメディアについて、日・中・台・米・シ
ンガポール・マレーシアの研究者が集まり、横断的な討論を行った。なお、この研究成果は現在翻訳中で、2015年に論
文集として出版予定である。

研究成果の概要（英文）：Our subject of research was connection between Communist Party, National Party, an
d Japanese controlled areas in China, between 1937, when the 2nd Sino-Japanese war broke out, and 1952, wh
en the CP began to rule the whole of China. In 2012(Kobe), 2013(Nagoya) and 2014(Beijing) symposiums are h
eld to examine art, literature and entertainment during this period and researchers from Japan, mainland C
hina, Taiwan, the United States, Singapore and Malaysia joined these symposiums and Discussed to get new f
indings. These research activities are currently being translated and are intended to be published in 2015
.
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１． 研究開始当初の背景 

戦火の続いた 1940 年代は、漢字文化圏に

とって苦難の時代であったとともに、漂泊の

時代でもあった。多くの人々が流亡と離散を

余儀なくされた結果、表現者たちは自分の体

験をもとにしたさまざまなジャンルによる叙

事を産み出したのだが、そうやって生まれた

作品そのものもまた、しばしば政権による分

断を越えて遥かな旅をすることになったので

ある。本研究は、最終的に中国・満洲・台湾・

香港・東南アジアなどの中国語圏全体をとり

あげ、特定のイデオロギーに縛られることな

く併存させて述べた 1940 年代の文学史（文化

史）を目指すものである。 

 

２． 研究の目的 

本研究の着想の根底には、基盤研究（C）「1940

年代中華圏における文学の複数性——地域・メデ

ィア・制度の視覚から」を進めていく中で、「漂

泊」という概念がメンバーの共通認識として浮

かんできたという経緯がある。共同研究の中で、

1940年代には多種多様な価値観をもった文化

状況がさまざまなメディアの上で並存し互い

に影響を及ぼしあい、また流動性をはらんで、

民族的困難の中にありながら特異な様相を呈

し、その中のあるものは独特の深化をとげてい

ることが明らかになった。また、40年代文学の

可能性とは、まさにこの分断の中から生まれて

きたこと−—分断され、扼殺されたかのように見

えたマージナルな場所に現在まで読み継がれ

る作家が出現し、香港のように「文化砂漠」と

評された都市に、中国語地区の人々を広く魅了

するようなハイブリッドでモダンな映画が制

作される基盤が作られた。作家中心、作品中心

の研究から一歩進んで、この「漂泊」の動線そ

のものに注目することで、40年代中国語圏の文

化状況をより立体的に、横断的に捉えることが

可能になるはずであると考えた。 

 

３． 研究の方法 

（1）40年代における使用言語の複数性と地域

体験の複数性についての分析 

 この時代、使用言語の複数性として際立ってい

るのは帝国日本における「国語」と中国大陸に

生まれつつあった「国語」、つまり日本語と書き

言葉としての中国語白話文とのせめぎあいが

顕著であった台湾及び満洲、淪陥区の例であ

る。さらには1940年代に延安を目指した知識

人が、どのように自分の文体を「文芸講話」路

線に沿うものとして「改造」しえたのか／しえな

かったのか、という課題も「漂泊」体験が引き起

こした「言語の複数性」として考えることができ

よう。 

そこで、まず40年代のこうしたテクストをできるだ

け収集した。さらに植民地香港への漂泊という

体験から蕭紅と張愛玲を、南洋への漂泊者と

して郁達夫を、新天地延安への漂泊者として

丁玲や卞之琳を、西南への漂泊者として沈従

文や聞一多、汪曾祺などがいる。さらに時代を

下った、台湾への越境を果たした朱西寧や林

海音、最終的に日本にやってきた陶晶孫など

の存在も取り入れた。 

 これらのテクストの分析においては、当然使用

言語とそこにまつわる地域体験を勘案する必

要がある。バイリンガル作家としては、台湾の

日本語作家のほか、作家生活を英語創作で

始めた張愛玲のような例もあるからだ。これら

の作品の分析には「何が」書かれているかとい

うテーマ分析と同時に、「何語で」「どのような

文体で」「どのような雑誌に」作品が発表されて

いるか、また誰が受容していたのかという点が

欠かせないだろう。 

さらに、中国語圏ではないが日本側からの記

述−大東亜文学者大会の開催や中国その他

の地域への旅行記、日本にやってきた中国語

圏作家との接触の記録なども貴重なテクストと

なる。 

 

（2） 文字テクスト以外の各ジャンルについて

の横断的考察 



 40年代、多くの都市において観客を獲得した映

画にも、多くの映画人、映画俳優たちの「漂泊」の

痕跡を見ることができる。例えば桑弧や趙丹の回

想録は、1940年代の上海映画界を知る上で大き

な手がかりを与えてくれる。その一方で、西洋発

祥のモダンな娯楽とともに、中国の伝統演劇もま

た根強い人気と影響力を持っていた。こうした文

字には残されてない文化的プロダクツについても、

当時の新聞や雑誌、チラシなどから上演の形態と

市民へ与えた影響を掘り起こし、複数のジャンル

で活躍した文化人や小説を中心とする文壇とのネ

ットワークなどを明らかにした。 

 

（3） 大陸の中心「制度」から見た40年代の考察 

 上記AやBで述べたような漂泊とモダニズムの潮

流が中国語圏に押し寄せていたのと同時に、五

十年代以降中華人民共和国を強力に統率してゆ

くことになる「文藝講話路線」が着々と押し進めら

れていた。このように全く異なるイデオロギーが一

つの国土に共存していたのも、1940年代の大きな

特徴である。そこでさらに、戦略として選ばれた文

藝形式（たとえば映画や音楽、歌劇など）に、解放

区の外からの影響関係がどのように残されている

かを検証する作業が不可欠となる。 

 

４．研究成果 

（1）ワークショップ 

 2011 年、関西学院大学梅田キャンパスにおい

て華僑研究者宮原暁氏とラテンアメリカ文学研

究者、松本健二氏を招いてワークショップを行

い、人の移動と文化接触について中国文学以外

の観点から知見を広めた。 

 また同じく 2012 年に、台湾で活躍するマレー

シア出身の作家、黄錦樹氏の講演会を行い、一

般からの聴衆も募って、マレー語／中国語、マ

レーシア／中国／台湾などの文化混淆状況や移

民文学の可能性について話し合った。 

 

（2）シンポジウム 

 40 年代という政治的にも文化的にも大きな

うねりをもった時代を研究対象としたため、

三回にわたり国際シンポジウムを行い、各地

の研究者と交流を深めた。 

 まずは 2012 年 11 月、神戸大学にて『戦争

と女性』と題したシンポジウムを行い、40 年

代の中華文化圏という枠組みについて共通

の認識を持つことを目指した。ジェンダーと

戦争をテーマに、日、中、台、米の研究者で

戦争描写の諸相について検討した。 

 2013年8月には愛知大学にてシンポジウム

『分裂の物語・分裂する物語』を開催、世界

大戦及び中国の内戦が東アジア全域の文化

に及ぼした影響について、地理的にも分野的

にも討論の対象を拡大して徹底的に討論し

た。日・中・台・香港・シンガポール・マレ

ーシア・米国から多くの研究者が集い、多く

の問題を共有した。 

 2014年1月には北京大学にてシンポジウム

『集合離散の文学時代』とワークショップ

『二〇世紀新生代』を同時開催、40 年代文学

／文化について考えるまとめの機会をもっ

た。なお、これらのシンポジウムで報告され

た論文は現在編集中であり、来年度に出版の

見込みである。 
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